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○○のみなさん、（私たちは社会保障制度を守り拡充させる運動を押し進めている○○社保協です。）
２００８年４月に始まった後期高齢者医療制度、始まる前も始まってからも、「年齢で差別する制度は許せない」「姥捨て山の制度だ」と制度の廃止を求める声が日本中にわき起こりました。
　この後期高齢者医療制度を廃止して欲しいという願いが、先の選挙で５４年間続いた自民党政治を終わらせて、民主党中心の政権が生まれる大きな要因になりました。
　民主党は、マニフェストで、「後期高齢者医療制度・関連法は廃止する。廃止に伴う国民健康保険の負担増は国が支援する」と掲げました。
  私たちは、政権交代で、後期高齢者医療制度は廃止になると信じていました。
　しかし皆さん、鳩山政権は、昨年９月に新政権が始まって一ヶ月も経たない間に、「後期高齢者医療制度を廃止して元の制度に戻すのではなく、４年以内に新しい制度に移行させる」として、「先送り」を決めました。
　これは、民主党のマニフェストや三党連立政権の政策合意で示した公約に背くもので、廃止を心待ちにしていた多くの国民や高齢者に対する裏切りです。
　後期高齢者医療制度は、制度が続けば続くほど高齢者の被害が広がる制度です。             

  そもそも、この高齢者医療制度を作った狙いはどこにあったのでしょうか。それは、年寄りは金がかかるから７５歳以上をひとまとめにして新しい制度を作り、そこにかける医療費を減らしていこうということにありました。
７５歳以上の多くの方は、赤紙一枚で戦場に送られ、悲惨な空襲を体験し、多くの肉親を失った体験を持っています。また、血のにじむような苦労をして、戦後日本の発展に力を尽くしてきた世代でもあります。本来は敬老の精神で手厚い制度にするのが当たり前です。
　しかし、老後は、心配なく医療や介護を受けられると思っていたところに、待っていたのは「姥捨て山」と言われる後期高齢者医療制度でした。
  その制度がまだまだ続くのですから、良いことは何もありません。
 ７５歳の誕生日を迎えると、その日から働いている人も有無を言わせずに後期高齢者医療制度に移されてしまいます。
また、この制度は２年に１回、保険料が値上がりする仕組みになっており、今年の４月から新しい保険料になります。東京では、４割の人が保険料の値上げになります。一人当たり平均６千２百円の値上げとなっています。さらに、２年後には、また保険料が上がります。
  そして、今年の８月からは、保険料が払えない人には保険証を取り上げるという、今までやったことのないひどいことをやろうとしているのです。
東京の保険料を払えていない人は、５万５千人、全国平均の２．５倍と高くなっています。高すぎて払えない、その結果医療にかかれない深刻な事態が広がっているのです。
　
７５歳以上と言う高齢者にとって４年間は待っていられません。後期高齢者医療制度の廃止は待ったなしの課題です。先送りは許されません。
後期高齢者医療制度を新しい制度に移行させると言っていますが、そもそも、新しい制度の中身は何もわかっていません。２年や３年で新たな制度ができるわけが無いという意見がたくさん出されています。このままでは、４年度どころか、さらに先送りになる可能性があります。
　後期高齢者医療制度の廃止を新制度作りの「人質」にするのではなく、いったん元の老人保健制度に戻して、しっかりと時間をかけて良い制度を作ればいいのではないでしょうか。
  今、鳩山政権が選択すべきは「後期高齢者制度はただちに廃止する」ことです。
　後期高齢者医療制度はただちに廃止という大きな声を上げて、一刻も早く「廃止」を実現しようではありませんか。
　
　みなさん、４月３日には明治公園で「後期高齢者医療制度はいますぐ廃止を」の国民大集会を午後２時から開きます。後期高齢者医療制度はいますぐ廃止を！その声をこぞって４月３日の集会に持ってきてください。
　
　政治を変えるのは国民です。自民党政権を終わりにした私たちの声と運動で、今度は民主党政権に「いますぐ廃止」をせまりましょう。そして、削りに削られた社会保障費を元に戻し、安心できる医療・介護・年金制度にするなど社会保障の拡充をはかりましょう。
　日本の貧しい社会保障を変えて、高齢者や子どもの医療費を無料にするなど、誰もが安心して医療や介護を受けられる、社会保障の拡充を現政権に求めて行きましょう。
みなさん、４月３日にはお誘い合わせて、明治公園へお越しください。
そのことを最後にお願いして、この場での訴えを終わらせていただきます。
